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仙崎
下 水処理場

一日も早く水洗化を
仙 崎 は〃 砂 洲〃 の た め一 番 高い とこ ろ で

も海ばつ８米しかありません。特に、深川

湾 側 は、 海 岸に 土 手 が あ る の で 水 はけ が 悪

く 、 錦町 や 旭 町 一帯 で は 大雨 が降 る と溝 が
あ ふれ て 床 下 浸 水に なっ てい まし た 。

そ れに魚 を処 理 し た 汚 水 が 溝に たま り、

街全休に漁業の街特有のさかな臭い、にお

い が ただ よっ て い ま し た 。

こ の よ う な環 境 を 整 備 す る た めに 下 水 道

を 建 設 し よ う と、 仙 崎 町 時 代 の昭 和28年 ９
月に着工し、下水道管の埋設は36年で（第

一 段 階 の 計 画区 域 内 ） す べ て終 り まし た。

その延長は、4, 088mになっています。

37年 か ら は 、処 理 場 内 の 諸 設 備 の建 設に

入り、41年に仙崎下水処理場としての全工
事 を 完了 し 、42 年度 か ら運 転 を開 始し て い

ま す。
仙 崎 地 区 の下 水道 は 、 新 町 通 り を境 に 西

側 が 合流 式 とい っ て、 雨 水 と 家 庭 汚 水 が 下

水 道 管 に 入 りま す 。 東 側 は 分 流式 とい って

、 雨 水は 下 水道 管に は入 らず 、 直 接 仙 崎 湾

に 流 れ出 て 、 家 庭 汚 水 だけ が 下 水 道 管に 入

る 方 式 に なっ てい ます 。

下水処理場は新屋敷にあります。ここは

仙崎と深川の境界に近く、道路一つで田屋

区です。処理場の周囲は2ｍの高さのコン

クリート棚て囲まわています。場内には、
各地から下水通管を通って下水が流れて来

ます。この処理場には、昼間はかまぼこ工

場から汚染度の高い「水が疏れて来ます。

しかし、一般家庭からの比較的汚染度の低

い 下水 は 、 朝 夕に 流 れて 来 ま す。 こ の よ う

に 水 質 が時 間的 に 大 きく 変 わ る た め、 処 理
場に流れて来た下水は　前ばっき槽という

水槽に入れて水質を均一にします。次に、

下水は沈殿池を通り、ぱっ気槽に入ります

。ここで空気と下水をまぜ、下水に酸素（

空 気 ） を 加 え て 、下 水の 中 の 好 気 性菌 を繁

殖させ、下水の中の有機物を吸着し、沈殿

さ せ、 下 水 を きれい に し ます 。 きれい に な
った水は、滅菌池で滅菌されて海へ放流さ

れ ます。 さ らに 、 こ こで 沈 殿し た 汚 泥 （お

でい）は消化槽に入ります。ここでは酸素

（空気）をしや断し、温度を30度から35度

にし て30日 間 置い て お く と 、 汚水 中 の 嫌 気

性菌 の は た ら きで 、 汚 水 は ガ ス と水 と わ ず

か な ざ ん さ物 に 分解 され ます 。 水 は 滅 菌し

て 放 流 し 、 ガ スの 内 、 メ タ ン ガ スは 消 化 槽

の 加 温 に 利 用 さ れま す。

こ の ため 、 日中 ２ 名 、 夜 間 １名 の職 員 が

常に水質の管哩と機械を守つています。し

か し 、 着 工 か ら13 年を つい や して 完 成 し 、

今の金額にして３億円以上の総工費と云わ

れ て い る こ の 施 設 も、 区 域内 の 全戸 が 水 洗

化した時、最大の効果が発揮されます。 12
月末現在の仙崎下水道区域内の水洗化率は

68％で傑川地区より悪く、今後一日も早い

水 洗 化が の ぞ まれ ま す。

手前が消化槽

手 前 ば つ気 槽

老令 年金 の受 取りはこうし て

（ 問 ） 老 令 年 金 の受 け 取 り は どの よ うに な

っ て い ま す か 。 ま た 、 ど こに 行っ て もら う

もの で す か。

（答）うけとる窓口は、請求書を出す際に

銀 行 や 農 協 （ 深 川 農協 本 店 の み） の 預 金 口

座 を 指 定 さ わ れ ば 、 社会 保 険 庁 か ら自 動 的

に そ の口 座 に 振 り 込 み が さ れ、 ほ かの 預 金

と同 じ よ う に 、い っ で も 現金 とし て 引 き出
せ ま す。 ま た、 郵 便 局 を指 定 さ れ たの で あ

れば 年 金 支 払 通 知 書 が き ます ので 、 この 通

知 書 の受 領 証欄 に 記 名 押 印 し て 年金 証書 と

い っ し よ に 、 指 定 郵 便 局に 持っ て行 く と現

金 を 支 払っ て く れ ま す。
①　国 民 年金 の 老 令 年金 は 、 毎 年 ３月 。

６ 月 、 ９ 月 、11 月 に そ れ ぞ れ３ ヶ 月 分

が 受 け られ ま す。

②　国民年金の老齢福祉年金は、毎年１

月 、 ５月 、 ９月 に そ の 前 月 ま で の ４ヶ

月 分 が受 け ら れ ま す。
( 受 け る窓 口 は 、 請求 書を 出 し た時 に

希 望 し た 郵 便 局 で 年 金 証 書 と、 年 金 証

書に押印してある印鑑を持って行けば

現 金 を 支払 っ て く れ ます 。)

③　 通 算老 令年 金 は どの 制 度 か らで る も

の で も毎 年 ６月 と12月 の ２ 回 に わ け て
そ の 前月 まで の ６ヶ 月 分 を 支 払っ て く

れ ま す。

お 願 い
年金に対して皆さんが知りたいこと等を

年 金 コ ー ナ ーて 取 り上 げ てい ます が 、 係 で
は 皆 さん か ら の質 問 を 待っ てい ま す。

年 金 に つい て質 問 の あ る方 は どし どし 国

民 年 金 係 ま で お 寄 せ下 さい 。

5
1年
度
職
業
訓
練
生
の

募
　
集

科
目
、
修
業
年
限
（
一
ヶ
年
）

電
子
機
器
科
、
無
線
通
信
科

願
書
受
付

三
月
末
日
ま
で
。
年
令
、
性
別
の

制
限
な
し

特
典

・
雇
用
保
険
失
業
給
付
期
間
の
延
長

・
養
成
訓
練
生
の
奨
学
金
貸
与

・
雇
用
促
進
事
業
団
技
能
育
成
資
金

貸
与
等

’寄
宿
舎
完
備

詳
し
い
こ
と
は
、
豊
北
技
能
専
門
学

校
（
豊
浦
郡
豊
北
町
粟
野
〒
七
五
九

一
五
一
）
ま
た
は
最
寄
り
の
職
業
安

定
所
に
ね
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
立
山
口
高
等
学
佼

通
削
制
生
徒
募
集

勤
労
の
か
た
わ
ら
高
校
教
育
を
う
け

高
校
卒
業
の
資
格
が
と
れ
る
通
信
制
課

程
の
生
徒
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
募
集
人
員
　
普
汕
科
　
　
三
〇
〇
名

衛
生
看
護
科
一
〇
〇
名

・▽
入
学
資
格
　
中
学
校
卒
業
者
ま
た
は

同
等
以
上
の
学
力
の
あ
る
人
。
衛
生

看
護
科
は
准
看
護
如
養
成
施
設
の
生

徒
で
あ
る
こ
と

▽
願
書
締
切
　
四
月
十
五
日

▽
問
い
合
わ
せ
先
　
山
口
県
立
山
口
高

等
学
校
通
信
制
【
山
口
市
糸
米
一
丁

目
九
番
一
号
　
〒
七
五
三
）


	page1

